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カスタマーハラスメント？！10月からの法改正をご存じですか？

　お店のレジや窓口で、大声で店員を怒鳴ったり、理不尽な要求を突きつけたり
する「カスタマーハラスメント（カスハラ）」。ニュースでもよく耳にするこの問題。
令和8年１０月１日には法改正が施行され、企業や組織にはカスハラから働く人
を守るための対策が法的に義務付けられます。
　自分の要求を一方的に押し付ける行為は、もはや単なる迷惑行為ではなく「重
大な人権侵害」であり、全国では執拗な暴言や過度なクレームが不法行為とみな
され、百万円を超える高額な賠償金が命じられる裁判例も起きています。
　自分は関係ないと思いがちですが、誰しも疲れている時についイライラして強
い言葉を使ってしまいそうになる瞬間があるかもしれません。私たち誰もが、ふ
とした瞬間に加害者になり得る危うさを持っています。
　働く人も、サービスを利用する人も、皆同じように尊重される社会を創るため
にも、私たち町民一人ひとりが正しい知識と関心を持つこと、そして、相手の事
情や背景を少しだけ想像してみることが大切です。その小さな「寄りそう心」の
積み重ねが、働く人も暮らす人も笑顔溢れる、誰もが安心して暮らせる北栄町へ
と繋がるのでないでしょうか。

～全国の裁判事例～
〇暴言・人格否定：
　　10万～50万円(執拗な場合は100万超)の損害賠償
〇土下座の強要・SNSへの無断撮影：
　　数十万～数百万の賠償、および名誉棄損や脅迫などの刑事罰


